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藤沢郷土資源の定義 

 

 文化財保護法では、文化財とは「わが国の歴史、文化等の正しい理解のため欠く

ことのできないものであり、かつ、将来の文化の向上発展の基礎をなすもの」とさ

れています。また、文化財はその性格により「有形文化財」、「無形文化財」、「民俗文

化財」、「記念物」、「文化的景観」、「伝統的建造物群」の６類型と、「埋蔵文化財」、

「文化財の保存技術」に分類されており、特に重要なものは指定・選定され、厚く保

護されてきました。 

本計画では、従来の「文化財」と、これまで文化財として捉えられてこなかった

「モノ（有形）」や「コト（無形）」を含む、「藤沢市域の歴史を正しく理解するうえで欠

かせない情報を持つものごと」をまとめて、「藤沢郷土資源」と定義します。歴史と

は様々な事象の積み重ねであり、それらを記録したものごとをくまなく捉えるため

には、従来よりも広い枠組みが必要です。例えば地域的な気質や姿勢、地名、唄、

いいつたえなど、日常的にはあたりまえのものとして身のまわりに存在するもの

の、調査・記述によってしか認識できないモノやコトを改めて把握し、伝えていく必

要があります。 

この「藤沢郷土資源」を次世代に継承し、適切に保存・活用していくことで、藤沢

市という「郷土」への理解と愛着を高めることを本計画の目的とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



歴史文化の特徴（概要） 

 

水豊かな台地と丘陵 

 相模野台地の南端部に位置する藤沢市は、水に恵まれた土地であり、３万年以

上前から人類が生活していました。 

特に川に張り出した舌状台地には多くの遺跡が遺されていますが、中世には

その地形と地質を巧みに利用して大庭城も造られています。 

また、湧水のある谷戸も古くから人類の生活に密接に関わっており、近世以降

には谷戸田としても活用されました。 

台地中央の平坦地は近代以降に好んで利用され、起伏の激しい丘陵地帯は切

り開かれて宅地化されています。 

 

湘南の海と砂丘 

湘南を代表する観光地の一つである藤沢南部は、相模湾のたまものといえま

す。 

 相模湾の海産物は、砂丘地帯に生きる人々の生活に欠かせないものでした。海

は地域間交流の基盤としての役割も持ち、集落の発展につながりました。 

 海による浸食作用で形作られた江の島は多くの人々に愛され、またそこに暮

らす人々の生活を支えています。 

 保養地に適した海浜部の気候や風土は、南部の開発と振興に大いに寄与し、現

代に続く湘南ブランドを生み出す土壌となりました。 

 

重なりあう道と発展 

藤沢の発展は、多くの道に裏付けられたものとも言えます。 

 藤沢宿は東海道から江の島道と大山道が分岐する場所であり、江戸からの参

詣客で大いににぎわい、発展していきました。 

藤沢の北部で生産された農作物の流通には滝山街道や厚木道が大きな役割を

持ち、藤沢宿は問屋街としても栄えます。 

海の道も欠かせないものであり、片瀬湊は、小規模ながら藤沢と全国を繋ぐ玄

関口として、藤沢の繁栄を支えました。 

早期に発達した鉄道網も、観光と流通の両側面から藤沢を盛り立てました。 

 

 



生業と信仰 

 表情豊かな市内の風土は、多様な生業を市内の各地域に生みだしました。 

 台地では、麦を中心とした畑作が多く行われていました。また、近代以降は養

蚕も盛んに行われ、長後の発展につながりました。 

 砂丘地帯では、地引き網による肥料生産などが行われました。この地域の祭礼

に特徴的な人形山車は、経済的な豊かさを物語ります。 

 宿場から発展した藤沢には、その資本を基にして開業した肥料商などの様々

な問屋が軒を連ね、一大商業地域となりました。 

 江の島では伝統的な磯漁と宿屋業の二つの生業が営まれ、独特な社会が形成

されました。現在も天王祭や江の島囃子にその色が残ります。 


